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❷

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
「
元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
」

の
実
現
を
目
指
し
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
冬
を
迎

え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
危
惧
さ
れ

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
基
本
的
な
感
染
対
策
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市
と
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
た
め
の

対
策
を
速
や
か
に
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
は
、
医
師
会
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
様
に
は

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
健
康
に
生
活
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を

通
し
て
人
間
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
れ
る
よ
う
、
野
田
市
の
良
さ
を
学
び
、
知
る
こ

と
で
愛
着
が
生
ま
れ
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
な
が

る
よ
う
、
本
年
４
月
に
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市

宣
言
」
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
令
和
５
年
度
末
の
野
田

市
駅
の
東
側
駅
舎
高
架
化
完
了
に
向
け
、
２
期
工
事

を
進
め
て
お
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ま
ち

づ
く
り
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
小
学
校
６

年
生
を
対
象
に
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
の
再
建
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
萬ば
ん

世せ
い

の
た
め
に
太た
い
へ
い平

を
開
か
ん
」
と
書
か
れ
た

塔
を
残
し
、
現
在
の
記
念
館
を
取
り
壊
し
た
跡
地
に

再
建
し
た
い
こ
と
な
ど
、
地
元
関
係
者
の
方
々
の
理

解
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
具
体
的
な
検
討

を
早
急
に
行
う
た
め
、
野
田
市
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館

建
設
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
、
オ
ー
プ
ン
を
延
期

し
て
い
た
児
童
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
の
だ
し
こ
ど
も
館

ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ 

ｂｙ 

ｋ
ｉ
ｋ
ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ)

は
、

昨
年
10
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
多
く
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子

育
て
支
援
や
地
域
交
流
の
拠
点
と
な
る
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
学
べ
る
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て
、
安
心
し
て
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨あ
い
さ
つ拶
と
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て

人
間
力
向
上
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を

野
田
市
長

鈴

木

有

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　
地
方
自
治
や
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に

表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
感
謝
状

を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（順
不
同
）。

野田市表彰
《
地
方
自
治
功
労
》

鷲
尾　
真
由
美
氏(

63
）
自
治
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
（
総

務
大
臣
表
彰
受
章
）

岡
田　
正
之
氏(

75
）
野
田
市
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
（
総
務
大
臣
表
彰
受
章
）

荒
井　
茂
氏(

60
）
野
田
市
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
（
総
務
大
臣
表
彰
受
章
）

《
統
計
功
労
》

柘
植　
通
子
氏(

65
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力
（
総

務
大
臣
表
彰
受
章
）

小
林　
多
加
子
氏(

74
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

（
総
務
大
臣
表
彰
受
章
）

大
和
田　
友
子
氏(

71
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力

（
経
済
産
業
大
臣
表
彰
受
章
）

中
村　
綾
子
氏(

63
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力
（
経

済
産
業
大
臣
表
彰
受
章
）

田
口　
悦
子
氏(

59
）
統
計
調
査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
発
展
に
尽
力
（
経

済
産
業
大
臣
表
彰
受
章
）

《
環
境
衛
生
功
労
》

上
原　
盛
成
氏(

79
）
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

鈴
木　
奉
之
氏(

79
）
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

湯
德　
和
夫
氏(

81
）
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

市
原　
丈
嗣
氏(

74
）
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

《
社
会
福
祉
功
労
》

山
形　
か
つ
江
氏(

70
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

林　
由
美
子
氏(

74
）
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

若
草
ク
ラ
ブ　

多
年
に
わ
た
り
社
会
奉
仕
や
健
康
づ
く
り
活
動
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
福
祉
へ
の
理
解
促
進
に
広
く
尽
力
（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
章
）

上
野　
佐
知
子
氏(

69
）
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

力
（
法
務
大
臣
表
彰
受
章
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
、
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
と
議
会
の
活
性
化
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
歴
代
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
在
住
で
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
で
入
賞
を

果
た
し
た
小
須
田
選
手
の
健
闘
も
光
り
ま
し
た
。

ま
た
、先
月
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
の
日
本
チ
ー
ム
の
奮
闘
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。日
本
選
手
の
活
躍
は
、

次
世
代
を
担
う
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
加
え
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
引

き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
対
策
し
な
が
ら
、
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
会
で
も
、
感

染
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
必
要
な
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。健

康
で
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

野
田
市
議
会
議
長山

口

克

己

さ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
と
し
た
、
こ
れ
か
ら

の
野
田
市
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
連
続
立
体
交
差
事

業
が
進
捗
し
て
お
り
、
今
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
野
田
市
駅
前
広
場
に
加
え
、
愛
宕
駅
西
口
駅

前
広
場
の
整
備
も
着
実
に
進
ん
で
い
て
、
両
駅
前
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
4
月
に
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都

市
宣
言
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
と
い
っ
た
課
題

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
生
活
環
境
が
一

変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
に
生
き
生
き
と
健
や
か

な
生
活
を
送
る
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

若
い
人
に
も
野
田
市
に
住
ん
で
も
ら
え
る
活
気
あ
る

健
康
都
市
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

求
め
ら
れ
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、そ
の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨あ
い
さ
つ拶
と
い
た
し
ま
す
。

《
警
察
功
労
》

小
山　
英
次
氏(

73
）警
察
官
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
犯
罪
等
の
解
決
に
尽
力（
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

《
教
育
文
化
功
労
》

伊
藤　
稔
氏(

68
）
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力

小
山　
高
史
氏(

80
）
多
年
に
わ
た
り
芸
術
、文
化
の
発
展
に
尽
力
（
さ
つ
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
）

木
村　
和
男
氏(

71
）多
年
に
わ
た
り
芸
術
、文
化
の
発
展
に
尽
力
（
日
本
菊
花
全
国
大
会

総
務
大
臣
賞
受
賞
）

学
校
法
人
野
田
鎌
田
学
園　
野
田
鎌
田
学
園
高
等
専
修
学
校
Ｓ
ｏ
ｌ
ｅ
ｉ
ｌ　
第
15
回
ス

イ
ー
ツ
甲
子
園
決
勝
大
会
で
入
賞
し
、
文
化
活
動
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

藤
間　
勘
美
貴
氏(

75
）
多
年
に
わ
た
り
日
本
舞
踊
の
普
及
を
通
し
、
文
化
振
興
及
び
推
進
に
尽
力

額
賀　
栄
司
氏(

70
）
小
学
校
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

横
田　
賢
次
氏(

70
）
小
学
校
長
並
び
に
行
政
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

松
尾　
淸
氏(

70
）
小
中
学
校
長
並
び
に
行
政
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

米
田　
博
氏(

70
）
小
学
校
長
並
び
に
行
政
職
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

河
合　
典
子
氏(

70
）
小
中
学
校
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

《
保
健
衛
生
功
労
》

秋
山　
明
彦
氏(

70
）
小
中
学
校
並
び
に
高
等
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児

童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

林　
亨
二
氏(

70
）
小
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

大
原　
郁
輝
氏(

70
）
小
学
校
並
び
に
幼
稚
園
の
学
校
等
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
児
童

の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

濵
島　
良
文
氏(

60
）
中
学
校
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

小
須
田　
潤
太
氏(

32
）
北
京
２
０
２
２
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス

等
に
出
場
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

宮
田　
健
一
郎
氏(

74
）
テ
ニ
ス
協
会
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

（
長
榮
賞
受
章
）

《
感
謝
状
》(

100
万
円
相
当
額
以
上
を
ご
寄
附
さ
れ
た
個
人
・
団
体
へ
）

鈴
木　
道
子
様

株
式
会
社
プ
ラ
ン
A
様

丸
眞
株
式
会
社
様

山
本
建
設
工
業
株
式
会
社
様

株
式
会
社
日
建
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
様

は
ー
と
ふ
る
友
の
会
様

株
式
会
社
Ｃ
４
Ｃ
様

野
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

音
頭
金
属
株
式
会
社
様

関
宿
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様



　市報のだ 令和5年1月1日号

❹

◆
障
が
い
者
福
祉
手
当
の
過
支
給
へ

の
対
応
に
つ
い
て

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

令
和
４
年
第
６
回

定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

　

令
和
４
年
第
６
回
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
、
鈴
木
市
長

は
28
項
目
の
市
政
に
関
す
る
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
市

報
で
は
項
目
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
や
関
宿
支
所
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、各
出
張
所
、各
公
民
館
、各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
全
文
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

況
に
つ
い
て

◆
物
価
等
高
騰
対
策
に
つ
い
て

◆
児
童
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
つ

い
て

◆
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
宣
言
に

つ
い
て

◆
市
長
と
話
そ
う
集
会
及
び
市
長
と

話
そ
う（
手
紙
編
）に
つ
い
て

◆
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
の
再
建
に
つ

い
て

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
対
策
に

つ
い
て

◆
交
通
不
便
地
域
対
策
に
つ
い
て

◆
連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
関
連
す

る
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

◆
東
京
直
結
鉄
道
の
建
設
実
現
に
向

け
て
の
取
組
に
つ
い
て

◆
生
物
多
様
性
自
然
再
生
事
業
に
つ

い
て

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

◆
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て

◆
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

◆
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
つ
い
て

◆
地
方
公
務
員
の
定
年
延
長
制
度
に

つ
い
て

◆
民
間
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

◆
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

◆
介
護
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

◆
避
難
所
開
設
訓
練
及
び
総
合
防
災

◆新型コロナウイルス感染症対策に… ▼手指用
アルコールジェル285ミリリットル1万2,000本

（996万円相当）＝株式会社プランA 代表取締役 
友成聖様（東京都渋谷区）
◆保育所、学童保育所、子ども館等に… ▼東京
2020オリンピック・パラリンピック関連タオル
類6,644枚（517万円相当）＝丸眞株式会社 代表
取締役社長 眞下一成様（愛知県名古屋市）
◆市政全般に対する寄附金… ▼72万4,500円＝
明治安田生命保険相互会社柏支社 支社長 渡辺朗
様（柏市）
◆保育事業指定寄附金… ▼50万円＝宮本洋子様

（上花輪新町）
◆子ども食堂支援指定寄附金… ▼30万円＝中央
ろうきん友の会野田支部 会長 小林長二郎様（上
花輪）

寄 附

市内全ての公立小中学校を市長が訪問（市長と話そう集会）市内全ての公立小中学校を市長が訪問（市長と話そう集会）

のだしこども館 supported by kikkoman（児童センター）がオープンのだしこども館 supported by kikkoman（児童センター）がオープン

柳沢小で第 40 回総合防災訓練を実施柳沢小で第 40 回総合防災訓練を実施

訓
練
に
つ
い
て

◆
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

に
つ
い
て

◆
新
清
掃
工
場
建
設
候
補
地
に
つ
い

て◆
子
ど
も
未
来
教
室
に
つ
い
て

◆
学
校
給
食
費
の
第
３
子
以
降
の
無

償
化
事
業
に
つ
い
て

◆
野
田
幼
稚
園
の
３
年
保
育
導
入
と

市
内
幼
稚
園
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

◆
野
田
市
教
育
大
綱
の
改
訂
に
つ
い
て

◆
婚
活
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
７
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
６
３
４
３



　　市報のだ 令和5年1月1日号

　

❺

令
和
５
年
に

執
行
予
定
の
選
挙
は

　
令
和
５
年
は
、
４
月
９
日
日
に

県
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
政
治
と
は
、教
科
書
な
ど
に「
国

家
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
社

会
の
秩
序
を
維
持
し
、
多
く
の

人
々
の
異
な
る
考
え
に
基
づ
く

様
々
な
意
見
や
利
害
な
ど
を
調
整

し
解
決
す
る
こ
と
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
政
治
を
行
う
政
治
家
を
選
ぶ
と

い
う
意
思
表
示
を
す
る
の
が
選
挙

で
あ
り
、
主
権
者
と
し
て
政
治
に

参
加
す
る
手
段
で
す
。

　
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
に
も

民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
に

必
ず
参
加
し
、
皆
さ
ん
の
意
思
を

県
政
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】選
挙
係
☎
�
７
１
２
３

‐
１
５
８
０

市
政
に
参
加
し
て

明
る
い
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
公
募
委
員
と
し

て
審
議
会
や
協
議
会
に
参
加
す
る
と

直
接
、
市
政
に
意
見
や
提
案
が
で
き

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、「
こ
こ
を
変
え
た
ら

も
っ
と
良
く
な
る
」「
こ
こ
は
非
効

率
で
は
な
い
か
」「
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
知
識
を
市
政
に
役
立
て
て
み
た

い
」
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
考

え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と

を
市
民
の
視
点
で
提
案
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
審
議
会
な
ど
で
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
に
は
、
日
額
（
会
議
１

回
）
６
千
500
円
の
報
酬
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　
市
史
の
編
さ
ん
や
刊
行
に
関
し
基

本
方
針
を
定
め
、
必
要
な
調
査
を
行

い
、
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
市
史
編
さ

ん
担
当
窓
口
、
関
宿
支
所
、
南・北・

中
央
・
愛
宕
駅
前
の
各
出
張
所
、
中

央
・
東
部
・
南
部
梅
郷
・
北
部
・
川

間
・
福
田
・
関
宿
中
央
・
関
宿
・
二

川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公
民
館

●
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
推
進
等
委
員
会

　
老
人
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
や
見
直
し
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
運
営
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
や
運

営
、
老
人
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を

調
査
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
高
齢
者
支

援
課
窓
口
、
関
宿
支
所
、
南
・
北
・

中
央
・
愛
宕
駅
前
の
各
出
張
所
、
中

央
・
東
部
・
南
部
梅
郷
・
北
部
・
川

間
・
福
田
・
関
宿
中
央
・
関
宿
・
二

川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公
民
館

●
環
境
審
議
会

　
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
答
申
す

る
ほ
か
、
必
要
と
認
め
る
事
項
を
調

査
審
議
し
ま
す
。

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
環
境
保
全

課
窓
口
、関
宿
支
所
、南・北・中
央・

愛
宕
駅
前
の
各
出
張
所
、
中
央
・
東

部
・
南
部
梅
郷
・
北
部
・
川
間
・
福

田
・
関
宿
中
央
・
関
宿
・
二
川
・
木

間
ケ
瀬
の
各
公
民
館

【
応
募
資
格
】
①
～
④
全
て
に
該
当

す
る
方
＝
①
募
集
期
間
最
終
日
時
点

で
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
選
挙
権

を
有
す
る
18
歳
以
上
（
老
人
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
等

委
員
会
は
40
歳
以
上
）、
②
市
の
公

募
委
員
に
就
い
て
い
な
い
、
③
市
の

議
員
で
は
な
い
、
④
市
の
職
員
で
は

な
い
（
一
部
の
非
常
勤
特
別
職
を
除

く
）

【
応
募
方
法
】
申
込
書
を
募
集
期
間

内
に
担
当
課
へ
郵
送
（
最
終
日
の
消

印
有
効
）
か
直
接
持
参
（
土
日
㊗
年

末
年
始
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可

能
。
申
込
書
受
付
後
に
面
接
を
行
い
、

選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
４
７
７
２

■公募委員の募集概要
環
境
審
議
会

老
人
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
等
委
員
会

市
史
編
さ
ん
委
員
会

審
議
会
な
ど
の
名
称

２
人

２
人

２
人

募
集
人
数

１
月
10
日
火
か
ら

２
月
10
日
金
ま
で

１
月
20
日
金
ま
で

募
集
期
間

〒
278
‐
８
５
５
０

環
境
保
全
課
☎
�
７
１
２
３-

１
７
５
３

〒
278
‐
８
５
５
０

高
齢
者
支
援
課
☎
�
７
１
９
９-

２
５
７
４

〒
278
‐
８
５
５
０

市
史
編
さ
ん
担
当
☎
�
７
１
２
５-

７
８
０
２

担
当
課

会議は感染対策をして実施会議は感染対策をして実施



　市報のだ 令和5年1月1日号

❻

発
熱
症
状
時
に

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
可
能
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
に
備
え
、県
で
は
、「
千

葉
県
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

重
症
化
リ
ス
ク
の
低
い
方
な
ど

は
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト（
研
究
用
は

不
可
）の
自
己
検
査
で
コ
ロ
ナ
が
陰

性
と
な
っ
た
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
が
受
診
で
き
ま
す
。

　

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
は
、
基

本
的
に
発
熱
外
来
な
ど
に
お
い
て
対

面
診
療
で
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
の

う
ち
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
や
65
歳

以
上
の
方
、
妊
娠
中
の
方
は
、
受
診

す
る
医
療
機
関
が
な
い
場
合
に
、
自

己
検
査
で
コ
ロ
ナ
が
陽
性
と
な
っ
て

希
望
す
る
方
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受

診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
診
し
た
結

果
、
対
面
診
療
を
お
勧
め
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状
況
、

発
熱
外
来
の
ひ
っ
迫
状
況
を
踏
ま

え
、
県
で
随
時
見
直
さ
れ
ま
す
。

【
期
間
】２
月
28
日
火
ま
で

【
診
療
時
間
】９
時
～
18
時（
土
日
㊗

も
可
）

【
申
込
み
】千
葉
県
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
図
①
を
参

照
）か
ら
申
込
む（
１
日
の
受
付
上
限

人
数
あ
り
）※
電
話
申
込
み
不
可

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�

７
１
２
５
‐
１
１
８
９

オンライン診療の流れ

千葉県オンライン
診療センター

２次元コードを読み込む

申込みフォームに入力
（検査キット結果を証明する
写真など）

診療を申し込むと、ショート
メールが送信されるので、記
載のページリンクから、保険
証や支払方法などを入力

診療開始時間前にショー
トメールが送られるので、
当日の体調などを入力

オンラインで診療
（スマホなどビデオ通話が
できる機器が必要です）

支払い（カード決済のみ）後、
最寄りの薬局で服薬指導、
薬の受け取り、支払い

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
●56

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
活
か
し
た

自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り野田市

　
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
た
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
に
開
設
し
た
こ
う
の
と

り
の
里（
現
在
休
館
中
）に
は
、
延
べ

６
万
３
千
人
の
方
が
来
館
し
ま
し
た
。

同
施
設
に
は
11
月
、
兵
庫
県
立
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に
預
け
て
い
た
メ

ス
の「
ミ
ラ
イ
」が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ペ
ア
リ
ン
グ
が
成
功
し
た
オ
ス
は
移

送
後
、
残
念
な
が
ら
死
亡
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
ミ
ラ
イ
は
元
気
に
え

さ
を
食
べ
、
間
も
な
く
見
学
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
う
の
と
り
の
里
周

辺
に
は
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
見
学
と
と
も
に
野
田
の
自

然
の
魅
力
を
散
策
し
な
が
ら
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
☎
�
７
１
９
９
‐
８
１
４
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
５
８
１

野田生まれのコウノトリ位置情報野田生まれのコウノトリ位置情報
滞在中
過去に滞在

12 月 15日確認

❶�アプリやウェブ
サイトの準備 ❷情報登録 ❸検索・予約

❹問診表 ❺診察 ❻支払い
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❼

市
主　

　
催
の
確
定
申
告
作
成
会
は

各
公
民
館
な　

　
ど
で
開
催

　

市
主
催
の
確
定
申
告
作
成
会
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）や
中
央
・
東
部
・
川
間・
福
田
・

関
宿
中
央
・
関
宿
・
二
川
・
木
間
ケ
瀬

の
公
民
館
の
み
で
開
催
し
ま
す
。

　

市
役
所
、関
宿
支
所
で
は
開
催
し

ま
せ
ん
。

　

各
会
場
の
開
催
日
程
は
後
日
、市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

■案件名の一覧■案件名の一覧

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
で

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　
対
象
者
は
野
田
市
に
住
民
票
が
あ

り
、公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ
る
方

で
、
併
せ
て
給
与
・
雑
・
一
時
所
得

の
あ
る
方
や
事
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
方
で
収
支
内
訳
書
や
決
算
書
が

完
成
し
て
い
る
方
で
す
。

　
１
人
で
複
数
人
分
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】市
民
税
係
☎
�
７
１
９
９

‐
４
４
７
８

◆
確
定
申
告
の
ス
マ
ホ
講
習
会

　
柏
税
務
署
で
は
、
年
金
受
給
者
や

給
与
所
得
者
を
対
象
に
ス
マ
ホ
申
告

を
案
内
し
ま
す
。

【
会
場
・
日
時
】関
宿
中
央
公
民
館
＝

１
月
18
日
水
10
時
～
正
午
、
13
時
～

15
時
。
川
間
公
民
館
＝
１
月
19
日
木

10
時
～
正
午
、
13
時
～
15
時

【
定
員
】各
先
着
20
人（
ス
マ
ホ
持
参
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】柏
税
務
署
ス

マ
ホ
申
告
担
当
☎
�
７
１
４
６
‐

２
３
２
１
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
６
２
８
６

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政

に
取
り
入
れ
る
た
め
、
基
本
的
な
計

画
や
条
例
な
ど
を
決
定
す
る
前
に
素

案
に
対
し
て
、
広
く
意
見
を
募
集
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】
各
担
当
課
窓
口
、
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
所
定
の
用
紙
か
任
意

の
書
式
を
募
集
期
間
内
に
直
接
持
参

（
土
日
㊗
・
年
末
年
始
を
除
く
）
す

る
か
、
閲
覧
場
所
の
意
見
投
函
箱
に

投
函
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ば

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
提
出
す

る
ほ
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
（
最
終
日

の
消
印
有
効
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
、案
件
名
と
素
案
に
対
す
る
意
見
、

住
所
・
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の
団
体

の
場
合
は
所
在
地
・
団
体
名
・
代
表

者
氏
名
）
を
明
記
し
、
各
担
当
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
意
見
の
概
要
や
市
の
考
え
方
な
ど

は
個
人
情
報
を
除
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
意
見
を
い

た
だ
い
た
方
へ
の
個
別
回
答
は
、
行

い
ま
せ
ん
。

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
１
２
３
０

第
２
期
生
物
多
様
性
の
だ

戦
略
（
素
案
）

野
田
市
私
債
権
管
理
条
例

（
案
）

防
災
活
動
に
関
す
る
事
務

事
業
の
見
直
し
（
素
案
）

第
３
次
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
（
素
案
）

案
件
名

１
月
５
日
木
か
ら

２
月
３
日
金
ま
で

１
月
20
日
金
ま
で

募
集
期
間

〒
278-

８
５
５
０

み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課

�
７
１
２
２-

１
５
５
８

〒
278-

８
５
５
０

行
政
管
理
課

�
７
１
２
３-

１
０
７
４

〒
278-

８
５
５
０

防
災
安
全
課

�
７
１
２
３-

１
７
３
７

〒
278-

８
５
５
０

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

�
７
１
２
２-

１
５
５
８

担
当
課

スマホでの意見提出もスマホでの意見提出も

償
却
資
産
の
申
告
は

忘
れ
ず
１
月
31
日
ま
で
に

　

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産

（
事
業
所
の
構
築
物
、
機
械
、
工

具
、
備
品
な
ど
）
を
所
有
す
る
個

人
経
営
者
や
法
人
の
う
ち
、
昨
年

度
、
申
告
が
あ
っ
た
方
に
償
却
資

産
申
告
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
申

告
書
が
な
い
方
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現

在
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
記

載
の
上
、
市
役
所
課
税
課
か
関
宿

支
所
の
各
窓
口
へ
直
接
、
ま
た
は
郵

送
（
〒
278-

８
５
５
０
野
田
市
役
所

課
税
課
）、
電
子
申
請
のｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
家
屋
係
☎
�
７
１
９

９
‐
４
６
２
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
２
５
８
３
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特
集 野田市を明るく元気に

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ

て
い
る
野
田
市
の
皆
さ
ん
を
音
楽
の

力
で
明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
勇
気

づ
け
る
た
め
、
市
で
は
、
Ｊ
ポ
ッ

プ
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
る
野
田
市

育
ち
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、

ナ
オ
ト
・
イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
さ
ん
に
、

「
野
田
市
応
援
ソ
ン
グ
」の
楽
曲
制
作

を
依
頼
し
ま
し
た
。

本
業
の
ア
ル
バ
ム
制
作
で
お
忙
し

い
中
で
し
た
が
、
野
田
市
の
皆
さ
ん

へ
向
け
、「
Ｔ
ザｈ

ｅ 

Ｄデ

イ
ａ
ｙ
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
野
田
市
応
援
ソ
ン
グ

を
完
成
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た「
Ｔ
ザｈ
ｅ 

Ｄデ

イ
ａ
ｙ
」は
、

ナ
オ
ト・イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
自
分
の
人
格
を
形
成
し
た
、
ふ

る
さ
と
野
田
へ
の
想
い
を
込
め
た
特
別

な
曲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
30
日
に

発
売
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム「
虹
色
∞

オ
ク
タ
ー
ブ
」の
９
曲
目
に
も
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
田
市
応
援
ソ
ン
グ
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
聞
い
て
、
ぜ
ひ
口
ず

さ
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
野
田
市
応
援
ソ
ン
グ
を

学
校
な
ど
で
歌
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
合
唱
用
の
譜
面
の
作
成
も
お
願

野田市応援ソング野田市応援ソング

完成！完成！

　市報のだ 令和5年1月1日号

い
し
て
い
ま
す
。

ナ
オ
ト
・
イ
ン
テ
ィ
ラ

イ
ミ
さ
ん
か
ら
、
市
民

撮影：森好弘撮影：森好弘



　　市報のだ 令和5年1月1日号

❾

の
皆
さ
ん
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

市
の
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ナ
オ
ト
・
イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

野
田
の
方
は
、
ご
存
知
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
、
ナ

オ
ト
・
イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
は
2
歳
か
ら

14
歳
ま
で
野
田
で
育
ち
ま
し
た
。

野
田
幼
稚
園
、
野
田
市
立
南
部
小

学
校
、南
部
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

今
で
も
、
幼
心
に
感
じ
た
野
田
市

の
、
醤
油
の
匂
い
、
香
り
、
そ
し
て
、

自
然
豊
か
な
野
田
市
を
思
い
出
し
ま

す
。
私
の
人
間
性
と
い
う
の
は
、
野

田
で
形
成
さ
れ
た
も
の
、
野
田
で
の

人
々
と
の
関
わ
り
合
い
で
形
成
さ
れ

た
も
の
と
感
じ
て
い
て
、
本
当
に
大

切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

以
前
か
ら
、
鈴
木
市
長
に
、
野
田

市
の
た
め
の
歌
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
ご
依
頼
を
受
け
て
お
り
ま
し
て
、

私
も
野
田
市
の
た
め
に
、
恩
返
し
を
何

か
し
ら
の
形
で
し
た
い
な
と
ず
ー
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
想
い
を

実
現
し
た
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

鈴
木
市
長
か
ら
、
お
話
し
を
い
た
だ

い
た
時
、
元
気
で
明
る
い
家
庭
を
築

け
る
野
田
市
と
、
私
の
想
い
を
、
ガ
ッ

チ
ャ
ン
コ
し
て
、
愛
情
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
野
田
市
へ
の
、
こ
の
野
田
市
の

ナオト・イン
ティライミさんからナオト・イン
ティライミさんから

市民の皆さんへの市民の皆さんへの
応援メッセージ応援メッセージ

応
援
ソ
ン
グ
み
た
い
な
も
の
を
ど
ん
な

形
で
届
け
よ
う
か
な
と
、
ず
っ
と
構
想

を
練
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
た
び
野
田
市
応
援
ソ

ン
グ
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
、「
Ｔ
ザｈ

ｅ 

Ｄデ

イ
ａ
ｙ
」。

日
本
語
に
訳
す
と
、「
そ
の
日
」
っ
て
い

う
意
味
で
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
野

田
市
の
日
々
、
私
に
と
っ
て
の
野
田
市

で
の
日
々
と
か
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

日
常
み
た
い
な
の
を
表
現
し
ま
し
た
。

「
Ｔ
ザｈ

ｅ 

Ｄデ

イ

ズ

ａ
ｙ
ｓ
」じ
ゃ
な
く
て
、

「
日
々
」と
い
う
の
は 

1
日
1
日
の
積

み
上
げ
で
、「
日
々
」は
形
成
さ
れ
て
い

る
と
い
う
、
そ
の
何
気
な
い
、
い
つ
も

通
り
の
1
日
だ
け
ど
、
本
当
は
特
別

な
1
日
の
は
ず
で
す
か
ら
ね
。
そ
ん
な

何
気
な
い
1
日
１
日
を
大
切
に
で
き
る

こ
と
の
大
切
さ
み
た
い
な
こ
と
を
表
現

で
き
た
ら
と
い
う
想
い
を
込
め
た
曲
に

仕
上
げ
た
い
、
作
り
た
い
な
と
思
っ
て

い
て
、
今
回
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
記
憶
の
中
の
野
田

で
の
、
我
が
家
の
食
卓
を
思
い
返
し
な

が
ら
書
い
た
曲
で
す
。

お
父
さ
ん
は
仕
事
か
ら
、
く
た
く

た
に
な
り
な
が
ら
帰
っ
て
き
て
、
お
母

さ
ん
は
、
家
を
守
り
ス
ー
パ
ー
に
行
っ

て
買
い
物
し
て
料
理
を
作
っ
て
く
れ
て
、

私
た
ち
は
、
学
校
に
行
っ
て
、
そ
れ
か

ら
遊
び
に
行
っ
て
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り

な
が
ら
暗
く
な
っ
て
家
に
帰
っ
て
き
て
、

野田市を明るく元気にする「野田市応援ソング」をお願いしました野田市を明るく元気にする「野田市応援ソング」をお願いしました
（写真は令和 4年 4月 24日撮影）（写真は令和 4年 4月 24日撮影）
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み
ん
な
が
こ
の
食
卓
で
一
堂
に
会
し
て
、

そ
の
日
に
会
っ
た
こ
と
を
、
話
す
み
た

い
な
、
あ
の
時
間
の
大
切
さ
、
尊
さ

み
た
い
な
も
の
を
で
す
ね
、
野
田
市
の

皆
さ
ん
と
共
有
で
き
た
ら
い
い
な
と
い

う
想
い
を
込
め
て
作
っ
た
、
そ
ん
な
曲

で
す
。
ぜ
ひ
、
野
田
市
の
皆
さ
ん
に
末

永
く
愛
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
曲
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
、
中
高
年
の

皆
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

皆
さ
ん
の
す
ぐ
近
く
に
寄
り
添
え
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
曲
に
な
っ
た
ら
い

い
な
と
、
そ
ん
な
願
い
も
あ
り
ま
す
。

野
田
市
の
応
援
ソ
ン
グ
を
制
作
し

て
い
く
中
で
、
す
ご
く
私
の
中
で
思

い
入
れ
が
強
く
な
り
、
曲
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
の
フ
ァ

ン
の
方
に
も
ぜ
ひ
聞
い
て
欲
し
い
っ

て
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
に
も
収
録

し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
な
ど
で
も
、
ふ
る
さ
と
へ

の
想
い
を
込
め
て
、
歌
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

野
田
市
に
直
接
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

曲
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
日
が
来

る
ま
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。

The Day　　　　　　　　　　ナオト・インティライミ

かなしみは　うたにのせて　どこまでも　とんでいけ
さみしさは　むねにだいて　そのままつれていけ　まいうぇい

あぁ　きょうもつかれたな
おおきなたいよう　しずんでく

いちにちのおわりに　みんなでかこむしょくたく
これからも　あたたかくながくつづくように
しあわせがたくさんあるように　ずっとつづきますように

たのしいことみつけたなら　ともだちにおしえな
だいすきなひとができたら　ちゃんとつたえてな

あぁ　きょうもつかれたな
あわてんぼうのほしがでてる

いちにちのおわりに　みんなでかこむしょくたく
これからも　あたたかくながくつづくように
しあわせがたくさんあるように　ずっとつづきますように

いちにちのおわりに　みんなでかこむしょくたく
これからも　やわらかくながくつづくように
しあわせがたくさんあるように　ずっとつづきますように

あのね　きょうね　いろいろあってね
そうか　そうか　いろいろきかせて
あのね　もうね　あしたいきたくない
そっか　そしたら　あそびにいこっか

いちにちのおわりに　みんなでかこむしょくたく
これからも　あたたかくながくつづくように
しあわせがたくさんあるように　ずっとつづきますように

いちにちのおわりに　みんなでかこむしょくたく
これからも　やわらかくながくつづくように
しあわせがたくさんあるように　ずっとつづきますように
ずっとつづきますように
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特
集 野田市を明るく元気に

４
月
１
日
に

４
月
１
日
に

健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
を

健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
を

宣
言
し
ま
す
！

宣
言
し
ま
す
！

健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
宣
言
に
向
け
て

市
民
を
取
り
巻
く
社
会
や
環
境
は
、

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
な
ど
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
っ
て
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、野
田
市
は「
夢

の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」、「
元
気
で

明
る
い
家
庭
を
築
け
る
ま
ち
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が「
健
康
」で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

「
健
康
」は
、
わ
た
し
た
ち
野
田
市

民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
ま
ち
の

活
力
の
源
で
す
。

さ
ら
に
、
目
ま
ぐ
る
し
い
環
境
の

変
化
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
な

る
も
の
が
人
間
力
で
す
。
人
間
力
と

は
、
社
会
を
力
強
く
生
き
抜
く
た
め

の
総
合
的
な
力
の
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
日
々
の
生
活
を
健
康

に
過
ご
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
親

し
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
人
間
力

の
向
上
を
図
り
、
そ
し
て
、
人
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
、

さ
ら
に
は
、
野
田
市
の
良
さ
を
学
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都市宣言文の考え方

【 地域活性化 】
人と人との交流を深め、多くの仲間とふれあう

明るく生き生きとした地域の輪

【 スポーツ・文化活動 】
人として成長し、人間力を高められる

豊かな歴史や伝統、郷土の偉人、自然環境などを学ぶ
ことにより、郷土への誇りや愛着が芽生え育まれる

【 野田市 】
夢のある住みよいまち

元気で明るい家庭を築けるまち

【 すべての市民が健康 】
野田市の活力

び
、
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
愛
着
が

生
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
野
田
市
に
住

み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

４
月
1
日
に
、「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文

化
都
市
」を
宣
言
し
ま
す
。

健
康
の
大
切
さ

都
市
宣
言
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
に

生
き
生
き
と
健
や
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
、「
健
康
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
欲
し
い
」、「
心
身
と
も
に
健

康
を
維
持
し
て
欲
し
い
」と
の
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
努
力
や
向
上
心
、

達
成
感
、
悔
し
さ
、
反
省
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
感
謝
、
感
動
な
ど
、
人
間

力
を
高
め
、
人
と
し
て
成
長
し
て
い

く
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
学
習
と
い

う
言
葉
か
ら
も
、
人
は
、
生
涯
成
長

し
て
い
く
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
興
味

に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ

と
は
健
康
の
保
持
増
進
や
充
実
感
、

生
き
が
い
に
結
び
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
行
わ

な
く
て
も
、
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
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健康スポーツ文化都市宣言
　健康は、わたしたち野田市民すべての願いであり、まちの活力の源です。生涯

にわたり豊かに生き生きと健やかな生活を送るため、心身ともに健康を維持します。

さらに、先人が培ってきた歴史や文化、豊かな自然に誇りを持ち、障がいのある人

もない人も、子どもから大人まで、すべての人々がスポーツや文化活動を通じて、

人と人との交流を深め、豊かな心とからだを育み、「夢のある住みよいまち」、「元

気で明るい家庭を築けるまち」を目指し、ここに『健康スポーツ文化都市』を宣言

します。

１　�健康への関心を持ち、スポーツに親しみ、豊かな心とからだをつくります。

１　�郷土の歴史や伝統を学び、恵まれた文化や豊かな自然に誇りを持ち、次世代に

繋いでいきます。

１　�健康を維持し、スポーツや文化活動を通じて、人間力の向上を図り、人づくり、

まちづくりに繋げ、明るく生き生きとした地域の輪を広げます。

が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
高
校
野
球
な
ど
を
見
る
と
、

人
々
は
、感
動
、努
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
な
ど
、
成
長
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

多
様
な
文
化
活
動
と
文
化
継
承
を

文
化
活
動
も
同
じ
で
あ
り
、
音
楽

活
動
や
芸
能
活
動
、
子
ど
も
た
ち
の

吹
奏
楽
や
マ
ー
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ

て
、
人
間
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。さ

ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
野
田

市
で
育
ま
れ
て
き
た
豊
か
な
歴
史

や
伝
統
、
ま
た
、
鈴
木
貫
太
郎
翁

を
始
め
と
す
る
郷
土
の
偉
人
、
自

然
環
境
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
野
田
へ
誇
り
や

愛
着
が
芽
生
え
、
野
田
市
で
育
っ

た
子
ど
も
に
野
田
市
に
ず
っ
と
住

み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、

伝
統
文
化
や
民
俗
芸
能
行
事
な
ど
、

先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統
や

歴
史
を
、
野
田
市
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
、
非
常
に
重
要
で
す
。

都
市
宣
言
を
す
る
こ
と
で
、「
自

治
体
独
自
の
特
色
」を
強
く
発
出
し
、

全
て
の
市
民
の
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休
日
交
付
窓
口
を
拡
充

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
者
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
取
れ
る
よ
う
、
カ
ー
ド
の
休

日
交
付
窓
口
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

予
約
サ
イ
ト
か
電
話
☎
�
７
１
９
９

-

２
２
６
２（
平
日
9
時
30
分
～
17

時
）で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
後
、
２
月
末

ま
で
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を

す
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
れ
ま

す
。

　
市
で
は
、
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、
ま
だ
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
請
で
き
ず
お
困
り

の
方
の
た
め
に
、
申
請
の
お
手
伝
い

を
、
市
職
員
が
平
日
毎
日
、
市
役
所

市
民
課
や
関
宿
支
所
、南・北・中
央・

愛
宕
駅
前
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）、

付
与
し
た
い
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
、

通
帳
な
ど
口
座
の
わ
か
る
も
の

【
時
間
】９
時
～
16
時
30
分（
予
約
不

要
で
す
が
手
続
き
に
は
10
分
～
20
分

必
要
）

【
問
合
せ
】市
民
課
☎
�
７
１
９
９
︲

２
２
６
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
は
１
０
３
５
４
０
４
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
案
内
は

１
０
３
４
７
１
８
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
予
約
支
援
は
１
０
３
５
２
２
３

成
人
式「
二
十
歳
の
集
い
」

参
加
者
は
事
前
登
録
を

　
１
月
９
日
月
の
成
人
の
日
に
、
野

田
ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
野
田

市
成
人
式「
二は
た
ち

十
歳
の
集
い
」を
開
催

し
ま
す
。

　
式
典
は
、
３
年
ぶ
り
に
集
合
形
式

と
し
、
成
人
式
実
行
委
員
の
進
行
で

10
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
12
月
上
旬
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
と
記
念
品
を
郵
送
し
ま
し

た
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る

来
場
者
把
握
の
た
め
、
案
内
状
に
記

載
し
た
事
前
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
中
止
ま
た
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
課
☎
�
７
１
２

３
︲
１
３
６
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
５
５
４
４

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　
市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
、
自
身
の
健
康
維
持
と
介
護
予

防
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
市
が
指
定
す
る
介
護
保
険
施
設
な

ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
集
め
た
ポ
イ

ン
ト
を
交
付
金
と
交
換
で
き
ま
す
。

◆
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
す
る
に
は
、
事
前
説
明
会
へ
の

出
席
と
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
１
月
５
日

木
か
ら
18
日
水
ま
で
に
電
話
で
野
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
７
１
２
４

︲
３
９
３
９
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
今
後
の
説
明
会
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
１
月
20
日
金
14
時

～
15
時
・
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
介

護
保
険
料
に
滞
納
が
な
く
、
介
護
保

険
制
度
の
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

【
定
員
】
先
着
20
人

【
問
合
せ
】
制
度
の
こ
と
は
高

齢
者
支
援
係
☎
�
７
１
２
３
︲

１
０
９
２
、
登
録
な
ど
は
野
田
市
社

会
福
祉
協
議
会

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
０
５
２

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
体
験
教
室

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
元

気
な
方
も
身
体
能
力
が
低
下
し
た
方

も
無
理
な
く
行
え
る
運
動
で
す
。

　
お
近
く
の
会
場
の
体
験
教
室
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】上
履
き
、
タ
オ
ル

【
申
込
み
】不
要（
当
日
会
場
受
付
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
定
員

に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す

【
問
合
せ
】高
齢
者
支
援
係
☎
�
７
１

２
３
︲
１
０
９
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
１
２
１
０

１
月
27
日
金　
14
時
～
15
時

１
月
20
日
金　
14
時
～
15
時

１
月
13
日
金　
14
時
～
15
時

１
月
6
日
金　
14
時
～
15
時

日
程

福
田
公
民
館

東
部
公
民
館

関
宿
中
央
公
民
館

北
部
公
民
館 会

場

30
人

25
人

13
人

20
人

募
集
人
数

■日程と会場

会場 日程

野田市役所
市民課

１月 7 日土
１月８日日

１月 15 日日
１月 21 日土
１月 28 日土
１月 29 日日

関宿支所 １月８日日
１月 21 日土

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
受
け
取
り
を
お
手
伝
い

国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
者
が
最
大
２
万
円
相
当
の
ポ
イ

ン
ト
を
受
け
取
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
れ
る

の
は
、
12
月
末
ま
で
に
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
方
で
す
。
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弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
等
個
別
法

律
相
談
会
と
自
立
支
援
員
に
よ
る
就

業
相
談
を
２
月
７
日
火
13
時
30
分
か

ら
16
時
ま
で
市
役
所
1
階
市
民
相
談

室
で
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

◎
個
別
無
料
法
律
相
談
会

　
将
来
に
わ
た
る
継
続
的
な
養
育
費

の
受
け
取
り
や
離
婚
な
ど
に
伴
う
幅

広
い
法
的
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
案
件
は
対

象
外
で
す
。

◎
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
や
面
会
交
流
、
就

業
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

【
定
員
】各
先
着
５
人（
両
方
申
込
可
）。

託
児
サ
ー
ビ
ス（
２
歳
～
就
学
前
・

事
前
申
込
制
）あ
り

【
申
込
み
と
問
合
せ
】１
月
６
日
金
～

２
月
３
日
金
に
電
話
で
児
童
給
付
係

☎
�
７
１
９
９-

３
２
７
３
へ

※
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
内
容
を
変

更
す
る
場
合
あ
り

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
５
０
０
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
法
律
相
談
と
就
業
相
談

電
話
de
詐
欺
防
止
に

家
族
で
話
し
合
い
を

電
話
de
詐
欺
の
犯
人
は
、
高
齢
者

が
１
人
で
い
る
時
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

新
年
の
こ
の
機
会
に
被
害
防
止
の
た

め
、
対
面
や
電
話
な
ど
で
ぜ
ひ
家
族

と
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、

普
段
か
ら
家
族
と
こ
ま
め
に
連
絡
を

取
る
ほ
か
、「
お
金
」
の
話
が
出
た

ら
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、
落
ち
着
い

て
家
族
や
警
察
に
連
絡
す
る
こ
と
や

留
守
番
電
話
設
定
を
行
っ
て
お
く
こ

と
な
ど
が
有
効
で
す
。

　

ご
家
族
の
帰
省
な
ど
を
利
用
し
、

一
緒
に
留
守
番
電
話
設
定
を
確
認
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
人
工
知
能
で
特
殊
詐
欺
対
策
を

　
特
殊
詐
欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
は
通
話

内
容
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
解
析

し
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
と
、
本
人
や
親

族
な
ど
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
通
知
し

ま
す
。
補
助
金
の
交
付
対
象
は
、
市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
申
込
書

類
は
市
民
生
活
課
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
加
入
（
月
額
440
円
※
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
の
場
合
）
が
必
要
で
す
。

※
使
用
回
線
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
以
外

の
通
信
事
業
者
で
は
設
置
で
き
ま
せ
ん

◆
１
月
10
日
は
110
番
の
日

　
110
番
は
命
を
守
る
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

で
す
。
緊
急
時
や
事
故
時
は
、
迷
わ

ず
110
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
犯
係
☎
�
７
１
９
９

︲
４
９
０
８
、
野
田
警
察
署
☎
�

７
１
２
５
︲
０
１
１
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
４
６
９
４

４
月
採
用
の市

職
員
を
募
集

　
４
月
に
採
用
予
定
の
市
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
】
①
社
会
人
経
験
者
土
木

技
術
職
（
上
級
）
＝
１
人
程
度
、

②
技
能
職
＝
2
人
程
度

【
受
験
書
類
の
配
布
・
請
求
】
1

月
6
日
金
ま
で
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分
（
土
日
㊗
、
年
末
年
始
を

除
く
、
愛
宕
駅
前
出
張
所
は
９
時

～
20
時
で
土
は
17
時
15
分
ま
で
）

に
人
事
課
や
関
宿
支
所
、
北
・
中

央
・
南
・
愛
宕
駅
前
出
張
所
で
配

布
。
郵
送
で
の
請
求
（
試
験
職
種

を
明
記
し
、
120
円
切
手
を
貼
っ
た

角
形
２
号
の
返
信
用
封
筒
同
封
）

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手

可【
受
験
書
類
の
受
付
】
1
月
6

日
金
ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時

15
分
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

〒
278
︲
８
５
５
０
野
田
市
役
所

人
事
課
へ
持
参
か
郵
送
（
締
め

切
り
日
必
着
）

※
簡
易
書
留
な
ど
の
配
達
確
認

が
で
き
る
方
法
で
提
出

【
問
合
せ
】
人
事
研
修
係
☎
�

７
１
９
９
︲
４
９
１
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
６
３
５
９

「
野
田
市
の
美
し
い
風
景
」を
募
集

　
野
田
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
野
田
市
の
美

し
い
風
景
」
を
行
い
ま
す
。

の
美
し
い
風
景
２
０
２
２
）

を
付
け
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
「
タ
イ
ト
ル
・
撮
影
場
所
」
を
記

入
し
１
月
17
日
火
８
時
30
分
ま
で
に

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
魅
力
推
進
賞

に
選
ば
れ
た
10
名
の
方
に
は
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�

７
１
９
９
︲
２
０
９
０

消
防
出
初
式
は
関
係
者
の
み
で
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
１
月
８
日
日
に
野
田
ガ
ス
ホ

ー
ル（
文
化
会
館
）で
開
催
予
定
の
消

防
出
初
式
は
関
係
者
に
よ
る
式
典
の

み
に
縮
小
し
て
行
い
ま
す
。

　
例
年
実
施
の
分
列
行
進
や
一
斉
放

水
な
ど
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】消
防
本
部
警
防
課
☎
�

７
１
２
４
︲
０
１
１
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
３
１
８
３

　
投
稿
は
、
野
田

市
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
フ
ォ

ロ
ー
し
た
上
で
、

指
定
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
（
＃
野
田
市



　市報のだ 令和5年1月1日号

�

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

1
月

12
日
木
15
時
20
分
～
16
時
20
分
野
村

証
券
柏
支
店
ホ
ー
ル（
柏
市
）で
。
先

着
30
人
。
申
込
み
は
1
月
６
日
金
17

時
ま
で
に
電
話
で
柏
税
務
署
☎
�
７

１
４
６
︲
２
３
２
１
へ

◆
関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総
合
公

園
）体
育
館
で
各
種
教
室
①
金
曜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
…
1
月
13
日
～
2

月
３
日
の
金
19
時
～
21
時
。
18
歳
以
上
。

千
570
円
。
②
ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ
…
１
月

19
日
～
2
月
9
日
の
木
10
時
～
11
時
。

18
歳
以
上
の
女
性
。
２
千
90
円
。
い
ず

計（人）男（人）女（人）
大正 4年 2 0 2
昭和 2年 161 30 131
昭和 14年 1,238 554 684
昭和 26年 2,476 1,169 1,307
昭和 38年 1,844 931 913
昭和 50年 2,383 1,283 1,100
昭和 62年 1,542 843 699
平成 11年 1,498 807 691
平成 23年 1,291 673 618
総計 12,435 6,290 6,145

■市内の卯年生まれ（12月1日現在）■市内の卯年生まれ（12月1日現在）

  

講
座
・
教
室

令
和
５（
２
０
２
３
）年
は
卯う

年
で

す
。
干え
と支

の
動
物
の
中
で
、
犬
に
次

い
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
身
近
な
動
物
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ウ
サ
ギ
が
登
場
す
る
物
語
は
、
イ

ソ
ッ
プ
寓
話
の「
う
さ
ぎ
と
か
め
」、

日
本
神
話
の「
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
」な

ど
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く

な
い
よ
う
で
す
が
、こ
と
わ
ざ
の「
う

さ
ぎ
の
上
り
坂
」は
、
ウ
サ
ギ
は
前

足
が
短
く
後
ろ
足
が
長
く
、
坂
を
上

る
の
が
得
意
と
い
う
意
味
が
あ
り
良

い
条
件
に
恵
ま
れ
て
物
事
が
順
調
に

進
む
こ
と
の
た
と
え
と
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
ウ
サ
ギ
の
長
い
耳
は
、

遠
く
の
音
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
耳
を

傾
け
、
興
味
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

で
、
何
事
も「
う
さ
ぎ
の
上
り
坂
」と

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
よ
る
影
響
で
中
止
・

延
期
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
参
加
の
場
合
は

屋
内
で
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
手
指
の
消
毒
の
徹
底
、
３

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
５
つ
の
場
面
で
は
注
意
し

て
発
熱・風
邪
の
症
状
の
あ
る
場
合
は
外
出
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。自
主
的
な
活
動（
催
し
物・会
員
募
集
）

の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ

金乗院仁王門の柱が１本短いのは
　清水公園内にある金乗院は室町時代初期の1398年ご
ろに創建され、朱塗りの仁王門は江戸時代中期（約300
年前）に再建されました。この仁王門の建設にまつわる
伝説では、請負大工の棟梁に反感を持っていた者が、困
らせてやろうと柱を短く切ってしまいましたが、棟梁は
事前に察知し、石の台をこっそり準備して、仁王門を遅
れずに完成させたという、逸話が残っており、仁王門の
柱の１本が短いのはこのためだそうです。
　また、金乗院の裏山には熊笹がたくさん生えていますが、
何百年に１度か国に変事が起こると、熊笹の葉に鉄砲の形
の模様が現れると言われており、第２次世界大戦の時には、
この模様が現れ人々を大変驚かせたと言われています。
【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199-2090
【参考文献】市山盛雄『野田の歴史』崙書房1975年

野田の魅力を発見!!シリーズ⑧

写真の手前の柱が短くなっており石の台が支える写真の手前の柱が短くなっており石の台が支える

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

ウサギとカメさん共に仲良くゴールイン！！



　　市報のだ 令和5年1月1日号

座
名
・氏
名
・
年
齢
・
住
所
・電
話
番

号
を
明
記
）か
電
話
か
直
接
〒
278
︲
０

０
３
５
中
野
台
168
︲
１
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
税
に
関
す
る
作
文
展

1
月
５
日

木
～
10
日
火
8
時
30
分
～
19
時
（
最

終
日
は
13
時
ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ

い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。市
内
中
学
校
な

ど
の
優
秀
作
品
。問
収
税
課
☎
�
７

１
９
９
︲
４
７
５
３

◆
野
田
の
観
光
写
真
展

１
月
11
日

水
～
17
日
火
８
時
30
分
～
17
時
15
分

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー
、18
日
水

～
24
日
火
８
時
30
分
～
20
時
市
役
所

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。い
ず
れ
も
初

日
は
13
時
か
ら
、最
終
日
は
13
時
ま
で
。

問
野
田
市
観
光
協
会
事
務
局
（
Ｐ
Ｒ
推

進
室
内
）☎
�
７
１
９
９︲２
０
９
０

◆
１
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保

れ
も
全
４
回
。
上
履
き（
①
は
ラ
ケ
ッ
ト
、

②
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）持
参
。
申
込
み
は
事

前
に
同
館
☎
�
７
１
９
８︲８
５
０
０
へ

◆
関
宿
歴
史
講
座
「
関
東
塩
も
の
が

た
り
」
1
月
28
日
土
13
時
30
分
～

15
時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
小

ホ
ー
ル
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

萩
野
康
則
氏
（
県
立
関
宿
城
博
物
館

主
任
上
席
研
究
員
）が
塩
の
生
産
と

流
通
の
歴
史
を
解
説
。中
学
生
以
上
。

先
着
89
人
。申
込
み
は
１
月
５
日
木

9
時
か
ら
電
話
か
直
接
せ
き
や
ど
図

書
館
☎
�
７
１
９
８
︲
４
９
４
６
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
エ
ク
セ
ル

で
表
と
グ
ラ
フ
の
作
成
」
2
月
3
日

～
14
日
の
火
金
10
時
～
正
午
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

全
4
回
。市
内
在
住
・在
勤
・在
学
の

20
歳
以
上
で
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入

力
が
で
き
る
方
。500
円
。申
込
み
は
1

月
24
日
火（
必
着
）ま
で
に
は
が
き（
講

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、親
子

で
保
育
体
験
。育
児
相
談
も
。10
時
～

11
時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

１
月
31
日
火
ま
で
の
納
期
の
市
税
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
①
市
県
民
税
（
４
期
）・
②
国
民
健
康

保
険
料
（
８
期
）・
③
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料（
７
期
）・④
介
護
保
険
料（
８
期
）

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
高
齢
者
支
援
課

発熱などの症状のあるときは

①地域の身近な医療機関に電話相談
おおむね３日間の症状を伝えてください
②どこに電話したらよいかわからないときは
　・千葉県発熱相談コールセンター
　　☎0570-200-139（24時間365日）
　・野田市発熱相談専用ダイヤル
　　☎�-7123-1646（平日8時30分～17時15分 )

木
間

ケ
瀬

北
部
南
部
尾
崎
花
輪

中
根

福
田

乳
児

清
水

保
育
所
名

18
日
水

18
日
水

18
日
水

17
日
火

17
日
火

26
日
木

19
日
木

12
日
木

25
日
水

18
日
水

11
日
水

31
日
火

17
日
火

10
日
火

10
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
９
８・３
８
２
５

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

☎
�
７
１
２
２・５
０
５
０

電
話
番
号

   

イ
ベ
ン
ト

　
募
集
・
そ
の
他

で
変
更
。閲
覧
は
都
市
計
画
課
で
。問

同
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
１
９
３

◆
住
宅
・土
地
統
計
調
査
の
準
備
調
査

に
ご
協
力
を

総
務
大
臣
指
定
の
調

査
区
を
対
象
に
実
施
。顔
写
真
入
り
の

「
指
導
員
証
」携
行
の
指
導
員
が
１
月
中

旬
か
ら
調
査
区
情
報
を
収
集
。問
行
政

管
理
課
☎
�
７
１
２
３︲
１
０
７
３

◆
柏
労
働
基
準
監
督
署
の
庁
舎
移
転

1
月
10
日
火
か
ら
柏
市
中
央
町
３

︲
２
ト
ー
セ
イ
ビ
ル
３
階
へ
。電
話
番

号
は
変
更
な
し
。問
千
葉
労
働
局
雇
用

環
境
・均
等
室
☎
043（
306
）
１
８
６
０

◆
野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対

策
審
議
会

１
月
19
日
木
10
時
か
ら

市
役
所
４
階
委
員
会
室
で
。先
着
５

人
。９
時
30
分
受
付
開
始
。問
企
画
調

整
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
０
６
５

へ
。１
月
17
日
火
13
時
～
16
時
に
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
千
葉
（
千
葉
市
）

で
事
前
説
明
会
（
要
予
約
）あ
り
。問

同
セ
ン
タ
ー
☎
043
（
422
）４
８
１
０

◆
生
産
緑
地（
畑
）の
あ
っ
せ
ん
尾
崎
、

柳
沢
新
田
、清
水
、花
井
新
田
、二
ツ
塚
、

山
崎
、山
崎
貝
塚
町
の
生
産
緑
地
地
区
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
農
政
課
で

確
認
。農
林
業
従
事（
予
定
）者
で
取
得
希

望
者
は
１
月
31
日
火
ま
で
に
農

政
課
☎
�
７
１
２
３︲１
０
８
６へ

◆
携
帯
基
地
局
に
よ
る
試
験
電
波
の
発

信

1
月
19
日
木
に
試
験
電
波
発
信

の
た
め
市
内
の一部
地
域
で
テ
レ
ビ
の
受

信
障
害
が
起
こ
る
可
能
性
あ
り
。電
波

障
害
の
対
策
工
事
を
装
っ
た
詐
欺
に
注

意
を
。問
（一社
）700
Ｍ
Hz
利
用
推
進
協
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
700
）012

◆
野
田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

関
係
図
書
の
縦
覧

12
月
16
日
付
け

◆
職
業
訓
練
受
講
生
（
4
月
生
）

訓
練
科
目
は
溶
接
技
術
者
（
定
員

15
人
）と
生
産
設
備
科（
定
員
16
人
）、

生
産
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
科
（
定
員
24
人
）。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
申
込
み
中
の
方
。期
間
は
６
、

７
か
月
。３
月
４
日
土
に
筆
記
と
面

接
で
入
所
選
考
。テ
キ
ス
ト
な
ど
は

実
費
負
担
。申
込
み
は
1
月
16
日
月

～
２
月
17
日
金
に
直
接
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
野
田
☎
�
７
１
２
４
︲
４
１
８
１

　県では、次世代に継承しようと、県民から
次世代に残したいと思う『ちば文化資産』
を追加します。令和５年に県が誕生150周
年を迎えることから、合計で150件となる
よう、追加選定分39件を投票で決定します。
　野田の文化資産が追加されるよう、1
月22日日までに投票をお願いします。投

票は、専用の応募は
がきか千葉県ホーム
ページで入力
してください。
【問合せ】ＰＲ推進室
☎�7199-2090
【ＨＰ検索】1035545

ちば文化資産に
野田の文化資産を

郵 便 は が き

63円切手
を貼って
ポストに投函
してください

応募は1/22(日)まで
※当日消印有効

2 6 0 8 6 6 7

千
葉
県
環
境
生
活
部

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
局
文
化
振
興
課

　
　
ち
ば
文
化
資
産
担
当
　
行

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号

✂

キ
リ
ト
リ

プレゼント企画も実施中！詳しくは裏面へ

◀千葉県ホームページ

千葉県環境生活部スポーツ・文化局文化振興課
〒260-8667 千 葉 市 中 央 区 市 場 町 1 - 1
電話：043-223-3945 ※平日9：00～17：00

（ホームページからも投票可能です！）
詳しくはこちら

　県民投票等により、千葉県の魅力的な文化の中から
「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」を2018年
（平成30年）に111件選びました。
　このたび、2023年に迎える千葉県誕生150周年を
記念して、「ちば文化資産」を150件に増やす追加選定
を実施しています。
　現在候補約80件の中から、追加する39件を選ぶ投票
を実施中。ぜひ一票をお願いします！

「ちば文化資産」とは？

　千葉県の文化資産のうち、県民参加により2018年
（平成30年）に選定した、多様で豊かな「ちば文化」の
魅力を特徴づけるモノ・コトのこと。
　伝統的なものから新しいものまで、神社仏閣や景観、
お祭り、食べ物など、千葉県の文化的な魅力を発信する
様々なものが含まれています。

投票期間 令和5年1月22日日まで

追加選定投票実施中！

 

会
議
な

ど
の
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聴
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　市報のだ 令和5年1月1日号

�

◆
新
春
子
ど
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験

会

1
月
7
日
～
21
日
の
土
14
時
～

15
時
川
間
公
民
館
で
。全
３
回
。３
～
12

歳
。先
着
10
人
。申
込
み
は
１
月
５
日
木

か
ら
村
上
☎
090︲８
５
９
９︲２
８
１
８
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん

ね
っ
と
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
遺
言
書
の
作

成
と
生
前
贈
与
」
1
月
22
日
日
９
時

30
分
～
11
時
30
分
中
央
公
民
館
で
。先

着
25
人
。500
円
。申
込
み
は
1
月
15
日
日

ま
で
に
斉
藤
☎
�
７
１
９
０︲５
０
６
２へ

◆
手
あ
み
バ
ッ
ク
作
り

1
月
24
日

火
10
時
～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
で
。
先
着
10
人
。
２
千
500
円
（
材

料
費
）。
か
ぎ
針
持
参
。
申
込
み
は

１
月
６
日
金
～
20
日
金
に
白
幡
☎
080

︲
５
９
５
６
︲
６
０
０
０
へ

◆「
絵
手
紙
」楽
習
会

1
月
29
日
日
10

時
～
正
午
中
央
公
民
館
で
。先
着
15
人
。

500
円
。申
込
み
は
１
月
５
日
木
か
ら
百
瀬

☎
�
７
１
２
９︲６
１
８
４
へ
。問

野

田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・渡

辺
☎
090
︲７
８
２
２︲８
５
１
２

◆
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
「
河
川
敷
の
菜

の
花
、セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
じ
ゃ
な
か
っ

た
！？
」
２
月
12
日
日
13
時
30
分
～
15

時
30
分
。100
円
。先
着
30
人
。申
込
み
は

１
月
12
日
木
9
時
か
ら
県
立
関
宿
城

博
物
館
☎
�
７
１
９
６︲１
４
０
０
へ

◆
利
根
運
河
野
鳥
観
察
会

１
月
８

日
日
９
時
運
河
駅
改
札
口
集
合
。正
午

解
散
。野
鳥
観
察
。300
円
。双
眼
鏡
や

筆
記
用
具
、雨
具
持
参
。当
日
会
場
へ
。

問
浅
川
☎
090
︲
１
１
０
６
︲
６
６
６
３

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
１
月
11
日
水

10
時
～
10
時
30
分
。絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
。②
３
歳
か
ら
の
お
は
な
し

会
…
１
月
19
日
木
15
時
15
分
～
15
時

30
分
。③
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
…
１
月

26
日
木
10
時
～
10
時
30
分
。手
遊
び

な
ど
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
。④
育
児
相
談

日
…
１
月
30
日
月
10
時
～
11
時
。①

③
④
は
０
～
３
歳
の
子
と
親
、②
は
３

歳
以
上
の
子
と
親
。申
込
み
は
い
ず
れ

も
事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎
�
７
１

２
４
︲
１
３
６
７
へ

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田

１
月
14
日

土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。壊

れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。部
品
代
は
実

費
負
担
。当
日
会
場
受
付
。問
本

田
☎
�
７
１
２
９
︲
７
４
９
５

◆
ち
ょ
っ
と
硬
派
な
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ

1
月
19
日
木
13
時
30
分
～
15

時
30
分
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。政

治
や
社
会
現
象
な
ど
を
お
し
ゃ
べ
り
。

先
着
10
人
。当
日
会
場
受
付
。問
宇
野

☎
�
７
１
２
７
︲
１
７
５
４

◆
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
カ

フ
ェ
１
月
22
日
日
14
時
～
16
時
総

合
福
祉
会
館
で
。が
ん
の
悩
み
や
病
気

と
の
付
き
合
い
方
な
ど
を
語
っ
て
分
か

ち
合
う
。患
者
や
家
族
、医
療
関
係
者
な

ど
。先
着
20
人
。申
込
み
は
１
月
５
日
木

か
ら
髙
野
☎
070︲２
１
７
９︲０
４
５
７
へ

◆
ゆ
っ
く
っ
く
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

1
月
29
日
日
10
時
30
分
～
11
時
30

分
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
先

着
親
子
30
人
。
申
込
み
は
１
月
20
日
金

～
25
日
水
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く
☎

�
７
１
２
９︲８
０
８
９
へ

◆
市
民
ス
キ
ー
競
技
会

２
月
19
日

日
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場（
群
馬
県
）

ロ
ッ
ヂ
白
雪
前
９
時
30
分
集
合
。正
午

解
散
。大
回
転
（
年
齢
別
）。小
学
生
以

上
。千
円
（
保
険
代
含
む
）。ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
。申
込
み
は
２
月
４
日
土
ま
で

に
永
井
☎
�
７
１
２
２
︲
２
３
９
７
へ
。

問
岡
田
☎
090
︲
２
５
４
７
︲
４
４
０
３

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん

「ねことことり」
たてのひろし・作
なかの真実・絵
世界文化ブックス

「漢字の成り立ち図解」
落合淳思・著
人文書院

　
今
か
ら
三
千
年
以
上
も
昔
、

古
代
の
中
国
で
漢
字
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
古
い
時
代
か
ら
新
し

い
時
代
へ
と
変
化
し
て
い
く
形

を
六
つ
の
書
体
を
並
べ
て
図
解

し
て
い
ま
す
。
長
い
漢
字
の
歴

史
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

　

色い
ろ

と
り
ど
り
の
花は

な

に
か
こ
ま

れ
た
お
う
ち
に
く
ら
し
て
い
る

ね
こ
さ
ん
。
毎ま

い
に
ち日

、
こ
ぶ
し
の

小こ
え
だ枝
を
あ
つ
め
る
お
仕し

ご
と事
を
し

て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
、こ
と
り

が
や
っ
て
き
て
、小
枝
を
分わ

け
て

ほ
し
い
と
た
の
み
ま
す
が
。

New Books
北図書館の推せん図書

興風図書館☎� 7123-7611

北 図 書 館☎� 7129-8811
南 図 書 館☎� 7125-7981

せきやど図書館☎� 7198-4946

  

講
座
・
教
室

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
に
よ
る
影
響
で

中
止
・
延
期
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
問
合
せ
先
や
申

込
み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
参
加
の
際
は
、
屋
内
で
は
必

ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
の
徹
底
、
３

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
回
避
し
、
発
熱
・
風
邪
の
症

状
の
あ
る
場
合
は
外
出
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

イ
ベ
ン
ト

   
相
談
・
そ
の
他

ね
っ
と
「
遺
言
・相
続
無
料
相
談
会
」

1
月
17
日
火
９
時
～
正
午
野
田
商
工

会
議
所
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
人
生

設
計
や
遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
な
ど
。

先
着
３
人
。
申
込
み
は
１
月
９
日
月
ま

で
に
古こ
び
き曳

☎
�
７
１
２
２︲０
０
１
６
へ

◆
家
族
懇
談
会

1
月
21
日
土
13
時

～
16
時
総
合
福
祉
会
館
で
。
精
神

障
が
い
者
の
家
族
の
悩
み
相
談
な

ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
中
村
☎
080
︲

２
２
４
５
︲
２
１
４
４

◆
全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

1

月
22
日
日
10
時
～
16
時
。
千
葉
司
法

書
士
会
・
千
葉
青
年
司
法
書
士
協
議

会
・
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
に

よ
る
電
話
相
談
。
専
用
臨
時
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０（
052
）088
へ
。
問
千
葉

青
年
司
法
書
士
協
議
会
☎
043（
488
）

４
６
３
３



　　市報のだ 令和５年1月1日号

�

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
が
家
の
天
使
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
ｐ
Ｒ
推
進
室
へ

感染しない・させないために
❶うつらないように自己防衛

こまめな手洗いと定期的な換気と十分な栄養と休養をとり、
体調不良のときは自宅療養し、他人とは十分な距離をとる

手洗い

❷うつさないように周りに配慮
❸習慣化しましょう３密回避

体調管理 換気

３密

状況に応じた
マスク着脱を

　
表
紙
の
写
真
は
、
江
川
地
区
の

朝
霧
（
地
霧
）
の
風
景
を
撮
影
し

ま
し
た
。

　

気
象
予
報
士
の
岩
槻
秀
明
さ
ん

に
よ
る
と
、
風
が
弱
く
、
よ
く
晴

れ
た
夜
は
、
放
射
冷
却
現
象
が
強

ま
り
、
朝
の
冷
え
込
み
が
強
ま
る

と
目
に
見
え
な
い
状
態
だ
っ
た
水

表紙のことば

幻想的な江川地区

蒸
気
が
凝
結
し
、
小
さ
な
水
滴
と

な
っ
て
出
て
き
ま
す
。
こ
の
小
さ
な

水
滴
が
地
面
付
近
に
漂
っ
た
状
態

が
朝
霧
で
す
。

　
朝
日
が
昇
っ
て
空
気
が
ど
ん
ど
ん

暖
ま
る
に
つ
れ
、
霧
は
急
速
に
晴
れ

ま
す
の
で
、
幻
想
的
な
景
色
は
あ
っ

と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
朝
霧
は
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
よ

く
晴
れ
た
朝
に
起
き
や
す
い
現
象

で
す
。
そ
の
た
め
朝
霧
の
日
は
日

中
晴
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

②

スル
ト

マ
チ

コ

ル

リ
ザ

コ
イ

クシ

ス

ウ

ハ

マイ
イ

ホ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　
12
月
１
日
号
の
正
解
は
「
ス
マ
ホ
コ

ウ
ザ
」
で
し
た
。
88
人
の
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
の
結
果
、
当
選
者
は
加
藤
進

様
、
金
子
祐
吉
様
、
近
藤
伸
子
様
、
藤

岡
末
美
様
、山
田
倫
治
様
（
五
十
音
順
）

で
す
。

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、
二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｊ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
８
～
10

面
に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
Ｐ

Ｒ
推
進
室
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
弾
力
や
粘
り
。

―
が
あ
る
。
②
駅
周
辺
に
は
博
物
館

や
ア
メ
横
が
。
③
屋
根
の
下
端
の
張

り
出
し
た
部
分
。
④
整
髪
・
ひ
げ
剃

り
な
ど
を
行
う
人
。
⑤
の
ん
び
り
と

落
ち
着
き
静
か
な
さ
ま
。
⑥
邪
気
を

払
い
延
命
長
寿
を
願
い
飲
む
正
月
の

酒
。
⑨
油
脂
も
と
れ
る
食
用
果
実
で

殻
は
と
て
も
堅
い
。
落
葉
高
木
の
材

は
家
具
用
に
。⑩
甘
く
て
ほ
く
ほ
く
、

冬
に
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
⑪
テ
ン

ト
な
ど
を
張
る
と
き
に
使
う
杭
。
⑫

た
め
の
も
の
。
⑬
ワ
ラ
ビ
や

ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
植
物
の
総

称
。
⑮
大
ぶ
り
の
深
い
杯
。

⑰
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
影
絵
芝

居
。
⑱
イ
ネ
科
で
桃
太
郎
が

鬼
が
島
に
持
っ
て
行
っ
た
団

子
の
材
料
。
⑳
良
い
こ
と
、

め
で
た
い
こ
と
。
�
―
は
藍

よ
り
出
で
て
…
。
�
詩
歌
を

声
に
出
し
て
歌
う
こ
と
。
�

酢
は
ビ
ネ
ガ
ー
、
醤
油
は
。

�
作
家
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン

デ
の
代
表
作
。

【
応
募
方
法
】
１
月
17
日
火

必
着
で
、
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に

対
す
る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒
278
︲

８
５
５
０
野
田
市
役
所
Ｐ
Ｒ
推
進
室

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
「
図
書

カ
ー
ド
」
と
「
黒
酢
米
」
を
セ
ッ
ト
に

し
て
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
報
の
だ
」
の

ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
、
正
解
と
当

選
者
発
表
は
２
月
１
日
号
で
行
い
ま

す
。
当
選
者
氏
名
は
紙
面
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ《
新
春
版
》

隠
れ
た
り

し
て
人
目

を
避
け

る
こ
と
。

式
の
踊
り
。
�
熊
本
県
北
東
部
で
カ
ル

デ
ラ
で
有
名
。
�
水
牛
の
乳
な
ど
で
作

ら
れ
る
イ
ン
ド
の
主
要
な
食
用
油
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
国
の
特
別
天
然
記
念

物
を
飼
育
（
6
面
参
照
）。
⑦
働
か
せ

る
こ
と
。
人
に
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
。

⑧
―
君
は
豊
臣
秀
吉
の
側
室
と
し
て
権

勢
を
ふ
る
っ
た
。
⑨
日
本
の
真
言
宗
の

開
祖
。
弘
法
大
師
。
⑫
他
と
区
別
す
る

黒酢米（２キログラム）黒酢米（２キログラム）

⑭
住
宅
を
計
画

的
、
集
団
的
に

建
て
た
区
域
。

⑯
他
を
圧
倒
す

る
力
。
⑲
西
洋



※1 月の法律・不動産・交通事故・行政・税務
相談は予約制。1 月 4 日水 9 時から電話で予
約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや相
続、離婚などの一般的な手続きなど。簡単な相
談は電話も可。
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、調
停中は不可。市11・13・18・22・25・31 日。　
い26日。7日間で70人。
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
　19日。8人。
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
　13日。い27日。2日間で8人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事への苦
情や要望など。い11日。市17日。２日間で８人。
◆税務相談　相続税・贈与税など。市16日。８人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い19
日。市27 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第1～3 木
10時～16時。電話予約（電話相談も可）

◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談室）　
18 歳までの子とその家庭や妊産婦の相談。
月～金８時30分～17時15分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴力の
相談や緊急時の安全確保など。月～金８時30
分～17時15分。☎�7186-6586
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～19 時、火～金９
時～17時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡
婦。個別相談（要予約）、就労のための「自
立支援プログラム」作成。月９時～19 時、
金９時～17 時

◆子ども発達相談　発達に心配のある18歳
未満の子どもの相談を行います。月～金８時
30分～17時15分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人情報

月の
相談日案内

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123-1068）

❶

市の花市の木 市の鳥

けやき つつじ ひばり
人口と世帯（Ｒ4.１２.１ 現在）
●人口＝ 153,749 人（＋54）
　男＝ 77,320 人 (＋36)
 女＝ 76,429 人 (＋18）

●世帯＝ 71,280 世帯（＋79）
●市の面積＝ 103.55㎢

い者（10 日）、ろうあ者（17 日）／13
時30 分～15 時30 分…身体障がい者
（4 日）、聴覚障がい者（10 日）、精神障
がい者（17 日）。電話かファクス（ �
7123 ｰ 1095） 予約

◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木15時～17 時。電話予約（月16
時～17時）

◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～11 時。電話予約（月16
時～17時）

◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。総
合福祉会館＝毎週火・第１金13時～16時。
事前に電話で申込み。問野田市社会福祉協
議会☎�7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、新型コ
ロナ対応支援金など。20 日金13 時～16
時。欅のホール4階第1集会室。電話予約。
問千葉県行政書士会東葛支部・齋藤☎�
7196-602１
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。電話相談のみ。10 日火９時30 分
～15 時30 分。前日までに電話予約。問野
田地区司法書士会、土地家屋調査士会・雨
笠☎080-9396-1313

を提供。市２階＝月～金。い 1 階＝１７
日火。９時～ 16 時（正午～ 13 時除く）
※いではハローワークによる各種相談も実施
◆ジョブカフェのだ（会場＝野田地域職
業訓練センター☎�7121-1184）
セミナー・個別相談（要予約）、求人案内。
40 歳未満の方かその親。27 日金10 時
～16 時。

◆自立するための生活・家計改善・就労
準備などに関する総合相談　市２階＝月
～金９時～17 時。

◆青少年の悩み事相談　年末年始を除く
毎日。９時～16 時30 分

◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～16
時※学校休業日を除く

◆教育相談　発達・子育てで心配なことな
ど。野田幼稚園＝第２・４木、関宿南部幼稚
園＝第１・３火。10 時～15 時30 分。電話
予約（14 時～17 時15 分）※どなたでも
相談できます。（幼稚園休業日を除く）
消費生活センター（☎� 7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など。月～
金10時～16時（正午～13時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30 分～17 時15 分
◆専門相談　 市１階＝13 時30 分～16
時…生活療育（5 日）、発達教育（16 日）、
就労者生活（19 日）、こころの生活（24
日）、生活支援（26 日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　 市１階＝10 時
～正午…知的障がい者（4 日）、視覚障が

青少年センター（☎� 7125-2639）

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

子ども家庭総合支援課（市役所内）

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）

ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）

ひまわり相談（野田幼稚園☎� 7122-
2450・関宿南部幼稚園☎� 7198-2075）

あさひ育成園（☎� 7122-7159）

こだま学園（☎� 7122–2916）

法人や団体などが開催する相談

市報のだ　第 1371号　令和 5（2023）年 1月1日号／発行＝野田市（〒278-8550 野田市鶴奉７番地の１· ☎� 7 19 9 - 2 0 9 0) ／編集＝PR 推進室

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社ウィット☎072–668–3275」【HP 検索】1009675

※休日当番医は変更する場合があります（HP
検索：1009852）。かかりつけ医や休日当
番医の診療時間外や急病の方は救急告示病
院（小張総合病院☎�7124-6666、キッコー
マン総合病院☎�7123-5911、野田病院☎
�7127-3200）に問い合わせてください

内　　科
曜日・時間 9 時～ 16 時
１日（日）うちだ内科クリニック

（☎� 7127-8181）
２日（月）あら山こどもクリニック

（☎� 7129-7149）
３日（火）梅郷痛みと内科のクリニック

（☎� 7126-1900）
８日（日）江医院

（☎� 7124-2831）
９日（月）尾崎台クリニック

（☎� 7127-6677）
15 日（日）桜台診療所

（☎� 7126-2929）
22 日（日）七光台クリニック

（☎� 7197-2302）
29 日（日）こだま泌尿器科クリニック

（☎� 7126-2277）

対面相談は室内換気などの感染症対策を
行った上で実施します。新型コロナウイル
ス感染症対策で電話相談に変更や休止さ
れる場合もあります。

市

市



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
特
集
号
�

令和4年12月19日
時点の情報です

※
国
か
ら
の
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

12月14日より、モデルナ社製ワクチンの接種可能年齢が12歳以上となりました。

接種実施医療機関
医療機関名 所在地 使用するワクチン

キッコーマン総合病院 宮崎 100 モデルナ
（BA.4/5)小張総合クリニック 横内 20-1

野田病院 中里 1554-1
イオンノア店集団接種会場 中根36-1イオンノア店3階

ファイザー
（BA.4/5)関宿パークM

ﾓ ｯ ﾌ ﾟ ｽ

OPS総合公園体育館サブアリーナ
（関宿総合公園体育館サブアリーナ） 平井 401

新型コロナワクチン接種状況（12/19時点）
　接種実績は、ワクチン接種記録システム（VRＳ）のデータから算出し、更新日
以前の転出・死亡者を含んでいます｡
　接種対象者数は、令和4年10月1日時点で野田市に住民登録がある方で、接
種記録上の年齢区分は令和4年10月1日時点の年齢で算出しています。

オミクロン株対応ワクチン接種
　対象者は、最後の接種日から3か月経過した12歳以上の方です。

　野田市では、40歳未満の方の3回以上の接種率が60パーセント未満と低
くなっています。
　オミクロン株対応ワクチンを接種希望の方で、まだ接種していない場合は、
早めに接種完了しましょう。
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